
次世代の各種衛星通信システムに使われる衛星搭載用の

RF機器を開発し，出荷を開始している。

A 超高速通信衛星搭載Ka帯APAAアンテナ

郵政省通信総合研究所が開発中の超高速衛星通信システ

ムはKa帯（送信20GHz／受信30GHz）を使用し，複数の高

利得ビームを高速で走査することが可能なアクティブフェ

ーズドアレーアンテナ（APAA）を搭載する。その基本特

性の把握を目的とした部分試作モデルを開発した。送信ア

ンテナは８素子，受信アンテナは16素子で構成され，２ビ

ームを独立して±30°の範囲で電気的にビーム走査するこ

とが可能である。

このモデルでは，アンテナを構成するKa帯デバイス（増

幅器，移相器）の開発とともに，素子電界ベクトル回転法

を利用したパターン形成，マルチビーム走査特性等の評価

を実施し，良好な結果を確認することができた。

B ICO用Ｓ帯SSPA

ヒューズ・スペース・コミュニケーションズ社（米）から

受注したICO衛星搭載用のＳ帯SSPAの出荷を開始した。

ICOは衛星12機で構成される移動体衛星通信システムで，

Ｓ帯SSPAはICO衛星の特長の一つであるAPAAアンテナ

の送信アンテナ部分に使われる。８W級２種と４W級１種

の合計127台で構成され，合計500台以上を生産する。
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衛星搭載用RF機器の完成

MTSAT搭載用Ku帯送信機

ICO搭載用S帯SSPA

ICOの通信系は多数キャリア状態で運用されるため，当

社製高出力FETを新規開発し，高通信品質を保つためひ

ずみ特性の改善を図った。また，APAAアンテナ対応の

ため，利得・位相のばらつきを一定値以内に抑えるトラッ

キング特性の向上も実現した。

このICO用SSPAの開発・量産により，今後のAPAAア

ンテナ対応のSSPA基盤技術を確立することができた。

C MTSAT用RF機器

アルカテル社（仏）から受注したMTSAT衛星搭載用

Ka／Ku帯送受信機，Ｌ帯高出力増幅器などを出荷した。

送受信機は，実績のあるKu帯受信機，C帯／Ku帯ビー

コン送信機の技術を元に，高安定・低ひずみの局発信号を

生成し，また，リニアライザなど新技術を付加することで，

多数キャリア通信技術への対応を図っている。さらに，受

信機の前段部分，送信機の出力端に当社製FET及び

MMICを用い，小型・高性能化を実現している。

Ｌ帯機器では，12W出力のSSPA10台を組み合わせ，

80W出力の６入力６出力のマルチポート増幅器（MPA）を

開発し，また，50W級出力のSSPA４台によって並列接続

SSPA合成回路（PSA）を開発し，150Wという高RF出力を

実現した。

APAAアンテナ受信部試作モデル

MTSAT搭載用Ｌ帯マルチポート増幅器MTSAT搭載用Ka帯送信機


